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今月の主な内容

■地域で踊ろう　おおやまざき音頭
　　　　　　　OH！やまざき体操� P2
■10月から幼児教育・保育の無償化
　がスタートします� P5
■一人ひとりが尊重される社会　そして
　差別のない社会をめざして� P8
■平和について考える� P9 ご当地体操「OH!やまざき体操」が完成し、じわじわと広がりを見せています。

動画撮影を行った４月2日、天王山夢ほたる公園で、全員町民のプロジェクト
メンバーの皆さんが何回かやり直しを挟みながらも、楽しそうに体操をして
いました。動画はYoutubeで公開中！（関連記事4ページ）

天王山のふもとで

　 大きく 伸び～！

2019(令和元)年

天王山のふもと、三川合流の地  みんなを笑顔にするまち  「え」えとこ、「が」んばる、「お」おやまざき
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皆
さ
ん
は
「
お
お
や
ま
ざ
き
音
頭
」

を
ご
存
じ
で
す
か
。
今
か
ら
約
40
年

前
、
昭
和
56
年
２
月
28
日
に
お
お
や
ま

ざ
き
町
歌
と
と
も
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
は
町
制
施
行
10
周
年
を
迎

え
、
町
民
憲
章
や
町
の
木
・
花
・
鳥
が

制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
さ
ら
に

心
の
ふ
れ
あ
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
お
お
や
ま
ざ
き
音
頭
の

作
成
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
町
の

四
季
折
々
の
風
物
や
史
跡
、
名
所
な
ど

を
織
り
込
ん
だ
み
ん
な
で
楽
し
く
和
に

な
っ
て
踊
れ
る
も
の
」
と
い
う
内
容

で
、
町
民
を
対
象
に
歌
詞
を
公
募
。
24

篇
の
中
か
ら
入
選
し
た
歌
詞
に
歌
と
踊

り
を
付
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
昭
和
56
年
７
月
19
日
に
は
、
中
央
公

民
館
で
町
歌
・
音
頭
の
発
表
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
日
を
皮
切
り
に
、
お
お

や
ま
ざ
き
音
頭
は
お
祭
り
や
記
念
行

事
、
運
動
会
な
ど
、
様
々
な
場
面
で

町
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
誕
生
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
た
今

で
も
、
お
お
や
ま
ざ
き
音
頭
は
踊
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
世
代
、
音
頭

の
誕
生
を
知
ら
な
い
若
い
人
や
、
町
外

か
ら
越
し
て
き
た
人
に
も
受
け
継
い
で

い
こ
う
と
、
小
学
校
で
踊
り
の
授
業
が

あ
っ
た
り
、
お
祭
り
で
ベ
テ
ラ
ン
と
一

緒
に
な
っ
て
踊
る
機
会
を
設
け
た
り

と
、
次
の
世
代
へ
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で

い
ま
す
。

おおやまざき音頭
地域で踊ろう❶

次の世代へ受け継ぐ地域の宝

おおやまざき音頭

START
①②③④

⑨⑩⑪⑫⑬
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大山崎町音頭保存会　会長

恵嶋 幸子 さん

　イベント等に音頭指導員を派遣し
ています。私は保存会の立ち上げか
ら関わっています。作詞された米本
さんは私たちの踊りの先生でもあり、
よく稽古をつけてもらいました。
　昭和63年の京都国体のときは盛り
上がりましたね。せっかく根付きは
じめたので終わらせたくないという
思いで、活動を続けています。当初
に支給された浴衣を今も着ている人
もいるんですよ。
　昔に比べ、活動する場所が減って
きていると感じます。大山崎の四季
が盛り込まれた素敵な歌と踊りを、
絶やさず守り続けたいです。

大山崎町音頭保存会　会長

恵嶋 幸子 

一、
ハアー春はナ 打出のこづちの一ふりに
福もくるくる 宝

たからでら

寺
桜吹雪に さそわれて
サアサ行こか 参ろか 聖

しょうてん

天さんへ
やまざきヨイトコ 花の町（ソレ）
ホンニヨイトコ ホンニヨイトコ 花の町

二、
ハアー夏はナ 鳥もうたうか酒

さかとけ

解の
みやしろ近い 旗立て松に
昔しゃ いくさの ゆめのあと
サアサ 鐘もなります 明け暮に
やまざきヨイトコ 山の町（ソレ）
ホンニヨイトコ ホンニヨイトコ 山の町

三、
ハアー秋はナ もみじ時雨か 狐

きつねあめ

雨
ぬれても かようた 道

どうさん

三の
姿見たよな 八

はちまん

幡さんは
サアサ 今も昔も 油の神よ
やまざきヨイトコ 竹の町（ソレ）
ホンニヨイトコ ホンニヨイトコ 竹の町

四、
ハアー冬はナ 雪でお化粧 冬木立
一
ちょっと

寸 よりたや 妙
みょうきあん

喜庵
千の利休の 影しのび
サアサ におうさざんか 茶のかおり
やまざきヨイトコ 史

ふみ

の町（ソレ）
ホンニヨイトコ ホンニヨイトコ 史

ふみ

の町

おおやまざき音頭
米本文子作詞／小沢直与志編曲

高齢者生きがい対策事業

小学生と踊ろう！盆おどり
　申込不要。夏の思い出づくりに、ぜひお越しください。
とき＝８月21日□水13：00～15：00
ところ＝長寿苑
対象＝町内在住の小学生と60歳以上の方
主催＝‌‌高齢者生きがい対策事業運営委員会（構成：大山崎町長寿会連合

会、大山崎町社会福祉協議会、大山崎町）
問＝高齢者生きがい対策事業運営委員会事務局（健康課高齢介護係）
　　☎956-2101（内137）

　踊りを始めて40年くらいになる
と思います。舞踊など様々な踊り
をしますが、おおやまざき音頭の
ような盆踊りは敷居が低くてい
いですね。「ちょっと盆踊りしな
い？」と友だちを気軽に誘うこと
ができます。
　歌詞も町の特徴を表したいい歌
なので、もっとたくさんの人に
知ってもらいたいです。８月に催
す「小学生と踊ろう！盆踊り」で
は、子どもたちに興味を持っても
らえたら嬉しいです。

長寿苑
舞踊サークル みのり会

川下 富江 さん

小学生にはプレゼントあり!

　イベント等に音頭指導員を派遣し
ています。私は保存会の立ち上げか
ら関わっています。作詞された米本
さんは私たちの踊りの先生でもあり、
よく稽古をつけてもらいました。
　昭和63年の京都国体のときは盛り
上がりましたね。せっかく根付きは
じめたので終わらせたくないという
思いで、活動を続けています。当初
に支給された浴衣を今も着ている人
もいるんですよ。
　昔に比べ、活動する場所が減って
きていると感じます。大山崎の四季
が盛り込まれた素敵な歌と踊りを、
絶やさず守り続けたいです。絶やさず守り続けたいです。

⑤⑥⑦⑧

⑭⑮⑯⑰

おおやまざき音頭の普及、
� 継承に関わる方に話を聞きました

Interview
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優
し
い
音
楽
に
合
わ
せ
、
首
を
動
か
し
た

り
、
身
体
を
ひ
ね
っ
た
り
…
。
こ
の
た
び
、

ご
当
地
体
操
「
Ｏ
Ｈ
！
や
ま
ざ
き
体
操
」
が

ま
ち
の
人
々
の
力
で
誕
生
し
ま
し
た
。
動
画

共
有
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
に
も
動

画
が
掲
載
さ
れ
、
じ
わ
じ
わ
と
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

健
康
＋
地
域
の
愛
着
を

　
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
皆
さ
ん
が
住
民
の
健
康
維
持
の
た
め
ラ
ジ

オ
体
操
の
普
及
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
の
う
ち
、「
地
域
に
愛
着
が
持
て
て
、
健

康
に
な
れ
る
体
操
が
あ
れ
ば
い
い
な
」
と
い

う
声
が
上
が
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ご

当
地
体
操
の
作
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。

得
意
分
野
を
持
ち
寄
っ
て　

　
町
の
介
護
保
険
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
、
大

山
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
結
成
。
体
操
の
構
成
や
振
り
付

け
、
音
楽
な
ど
、
得
意
分
野
を
持
ち
寄
り
、

一
か
ら
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
マ
ー
チ
」
や
「
き
ら
き

ら
星
」
な
ど
の
曲
を
、
お
琴
伝
承
の
会
、
昔

懐
か
し
い
歌
を
楽
し
む
会
、
ポ
コ
の
会
（
ハ

ン
ド
ベ
ル
）
に
演
奏
し
て
も
ら
い
、
録
音
や

編
集
は
自
宅
に
音
響
の
工
房
を
構
え
る
上
野

山
さ
ん
が
担
当
。

　
振
り
付
け
は
ダ
ン
ス
の
経
験
の
あ
る
木
戸

ＯＨ！やまざき体操ご当地体操

さ
ん
が
考
え
、
健
康
に
な
る
体
操
に
す
る
た

め
、
中
川
医
院
の
健
康
運
動
指
導
士
の
和

田
さ
ん
と
洛
和
ヴ
ィ
ラ
の
理
学
療
法
士
の
増

田
さ
ん
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　
一
番
難
し
か
っ
た
こ
と
は
「
難
易
度
の
調
整

で
す
。」
と
社
協
の
沼
田
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

「
難
し
す
ぎ
る
と
高
齢
者
の
方
な
ど
が
置
い
て

け
ぼ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
簡
単
す
ぎ
る

と
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
い
い
塩
梅
を

探
す
の
に
メ
ン
バ
ー
と
何
度
も
話
し
合
い
ま

し
た
。」

体
操
の
作
成
を
通
し
て
世
代
間
交
流　

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
動
画
撮
影
で
す
。
撮

影
が
行
わ
れ
た
の
は
４
月
２
日
。
動
画
で
体

操
を
行
う
和
田
さ
ん
と
増
田
さ
ん
の
２
人
は

半
そ
で
を
着
用
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
寒
く

振り付けから撮影、編集まで全部 〝おおやまざき製〟!地域で踊ろう❷

OH! やまざき体操

START

まずは
ぐっと伸びて！

足を高く
あげるよう
意識して
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ピョンピョン
ジャンプ

ＯＨ！やまざき体操
力いっぱい
パンチ！

①②③④

⑨⑩⑪⑫
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て
鳥
肌
が
立
ち
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
と
か
。

　
撮
影
は
町
在
住
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
斑
目
さ

ん
が
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
も
出
演
。
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
普
段
接
点
の
な
い
世
代
が
ご
当
地
体
操

作
成
を
き
っ
か
け
に
顔
を
合
わ
せ
、
交
流
を

深
め
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
撮
影
の
場
所
に
も
こ
だ
わ
り
、

聴
竹
居
や
離
宮
八
幡
宮
な
ど
、
町
の
名
所

が
登
場
し
ま
す
。
よ
り
愛
着
の
わ
く
動
画
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。

健
康
維
持
と
、
ま
ち
の
一
体
感
を

　
つ
い
に
完
成
し
た
「
Ｏ
Ｈ
！
や
ま
ざ
き
体

操
」。
大
山
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
化

35
周
年
記
念
式
典
で
初
披
露
さ
れ
、
出
席
者

皆
で
イ
ス
に
座
り
な
が
ら
体
操
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
高
齢
者
の
集
う
「
み
ん
な
で

い
こ
カ
フ
ェ
」
や
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
な

ど
で
実
施
さ
れ
、
そ
の
認
知
度
は
徐
々
に
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
初
級
者
向
け
や
イ
ス
に
座
っ
た

状
態
で
す
る
体
操
を
新
し
く
作
成
し
た
い
と

意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
操
を

教
え
る
立
場
の
「
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
」
も
養

成
し
、
こ
の
体
操
を
通
し
て
ま
ち
全
体
が
健

康
に
、
元
気
に
な
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　
全
て
が
町
で
作
ら
れ
た
〝
お
お
や
ま
ざ
き

製
〟
の
ご
当
地
体
操
。
住
民
の
健
康
維
持

に
加
え
、
こ
の
体
操
を
通
し
て
地
域
全
体
が

元
気
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
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　いつでもどこでも、皆で楽しくできる体操で健康
になろうと取り組みを始めました。メンバーが得意
分野を持ち寄り、全て町民の手で作り上げることが
できました。動画には町の名所も映り、素敵な仕上
がりになったと思います。今はじわじわと広がって
いるのを感じています。学校など子どもたちにも親
しんでもらいたいです。地域で皆が知っている体操
になればいいですね。

ボランティア団体
（高齢者）代表

永田 芳江 さん

やってみよう！
� OH!�やまざき体操
■動画で
動画共有サイト「Youtube」
にアップされています。「OH!
やまざき体操」で検索または
以下のQRコードからアクセス
してください。
■ラジオで
FMおとくに（86.2）で毎朝6:50～6:55に「OH!
やまざき体操」が流れています。

　曲のひとつ「手のひらを太陽に」を担当しました。１ヶ月ほどかけて練
習し、録音の日にはマイクが何本も揃った本格的な機材の前で、総勢30人

で斉唱しました。何度も録り直し
をして、最後にはへとへとでした
が、楽しかったです。この体操は
ボランティアの方々の力でつくら
れているのが良いですね。体操を
通じて、まちに一体感が生まれた
らいいなと思います。

　曲のひとつ「手のひらを太陽に」を担当しました。１ヶ月ほどかけて練
習し、録音の日にはマイクが何本も揃った本格的な機材の前で、総勢30人

で斉唱しました。何度も録り直し
をして、最後にはへとへとでした
が、楽しかったです。この体操は
ボランティアの方々の力でつくら
れているのが良いですね。体操を
通じて、まちに一体感が生まれた
らいいなと思います。

　いつでもどこでも、皆で楽しくできる体操で健康
になろうと取り組みを始めました。メンバーが得意
分野を持ち寄り、全て町民の手で作り上げることが
できました。動画には町の名所も映り、素敵な仕上
がりになったと思います。今はじわじわと広がって
いるのを感じています。学校など子どもたちにも親
しんでもらいたいです。地域で皆が知っている体操
になればいいですね。

ボランティア団体
（高齢者）代表

永田 芳江 さん

歌を担当

昔懐かしい歌を楽しむ会

OH!�やまざき体操の作成に
� 関わる方に話を聞きましたInterview

首を大き
く

ぐるぐる

目が回らない
程度に…

腰を回して
腰痛にも効く！

難所
、

片足立
ち！

無理は
しないで…

最
後
は
深
呼
吸
！

⑤⑥⑦⑧

⑬⑭⑮⑯
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10月から

がスタートします

幼児教育・
� 保育の無償化
問＝【幼稚園（預かり保育は除く）に関する内容】
　　　学校教育課学校教育係（内211・214）
　　  【上記以外に関する内容】
　　　福祉課児童福祉係（内181）
　子育て世帯を応援し、社会保障を全世代型へ抜本
的に変えるため、令和元年10月１日から幼児教育・
保育の無償化がスタートします。

◆
対
象
と
な
る
子
ど
も

３
歳
児
～
５
歳
児
（
０
歳
児
～
２
歳
児
は
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
み
）

※�

年
齢
は
４
月
当
初
時
点
で
す
。
６
歳
に
達

し
た
そ
の
年
度
の
３
月
末
ま
で
は
対
象
と

な
り
ま
す

※�

幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
し
て
い

る
子
ど
も
は
、
満
３
歳
の
時
点
か
ら
無
償

化
の
対
象
と
な
り
ま
す（
た
だ
し
、
本
町
内

に
は
現
在
認
定
こ
ど
も
園
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◆ 

各
施
設
に
お
け
る
対
象
者
・
無
償

化
と
な
る
内
容
に
つ
い
て

⑴
保
育
所
・
小
規
模
保
育
施
設
を
利
用
す
る
子
ど
も

・�

３
歳
児
～
５
歳
児
の
全
て
の
子
ど
も
の
保

育
料
が
無
償
化
に
な
り
ま
す
。
０
歳
児
～

２
歳
児
の
子
ど
も
の
利
用
料
に
つ
い
て
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
み
が
無
償
化
に
な

り
ま
す
。

・�

３
歳
児
～
５
歳
児
の
全
て
の
子
ど
も
に
つ

い
て
、
現
在
保
育
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
給
食
費
（
副
食
費
）
や
実
費
と
し
て
徴

収
さ
れ
て
い
る
費
用
（
行
事
費
な
ど
）
は
、

無
償
化
の
対
象
外
で
す
。
た
だ
し
、
世
帯

の
所
得
状
況
や
世
帯
構
成
に
よ
っ
て
、
給

食
費
（
副
食
費
）
が
免
除
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
０
歳
児
～
２
歳
児
の

子
ど
も
は
従
来
ど
お
り
の
取
り
扱
い
で
す
。

※�

町
内
の
保
育
所
・
小
規
模
保
育
施
設
を
利

用
し
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
へ
は
、
今

後
利
用
施
設
を
通
じ
て
無
償
化
に
関
す
る

説
明
文
書
を
配
布
し
ま
す

⑵�

幼
稚
園
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

移
行
し
て
い
な
い
園
）
を
利
用
す
る
子
ど
も

・�

満
３
歳
～
５
歳
児
の
全
て
の
子
ど
も
の
保

育
料
（
入
園
料
含
む
）
が
無
償
化
に
な
り

ま
す（
月
額
２
・
57
万
円
を
上
限
）。

・�

実
費
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
費
用
（
給

食
費
、
行
事
費
な
ど
）
は
、
無
償
化
の
対

象
外
で
す
。

※�

現
在
幼
稚
園
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
の

保
護
者
へ
は
、
７
月
に
利
用
施
設
を
通
じ

て
無
償
化
に
関
す
る
説
明
文
書
等
を
配
布

し
て
い
ま
す

⑶
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を
利
用
す
る
子
ど
も

・�

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を
利
用
し
て
い
る

３
歳
児
～
５
歳
児
の
子
ど
も
で
、
新
た
に

保
育
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
定
を
受
け
た

場
合
に
は
、
保
育
料
の
無
償
化
（
上
限
月

額�

２
・
57
万
円
）
に
加
え
、
上
限
日
額

４
５
０
円�

（
最
大
月
１
・
13
万
円
ま
で
）

の
範
囲
で
預
か
り
保
育
の
利
用
料
が
無
償

化
に
な
り
ま
す
。

・�

満
３
歳
に
達
し
た
日
以
後
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
限
り
、
保
育
の
必
要
性
が

あ
る
と
認
定
を
受
け
た
場
合
に
、
上
限
日

額
４
５
０
円
ま
で
の
範
囲
内
で
無
償
化
の

対
象
に
な
り
ま
す�

。

・�

預
か
り
保
育
の
利
用
料
は
、
一
旦
幼
稚
園

に
支
払
い
、
そ
の
利
用
料
の
領
収
証
等
を

添
付
し
、
後
日
町
へ
請
求
す
る
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す（
償
還
払
い
）。

・�

利
用
し
て
い
る
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
の

実
施
時
間
や
実
施
日
数
に
よ
り
、
さ
ら
に

認
可
外
保
育
施
設
等
を
併
用
し
て
い
る

場
合
は
、
預
か
り
保
育
の
無
償
化
上
限
額

　
こ
れ
ま
で
中
学
生
の
通
院
に
つ
い
て

は
、
保
険
診
療
自
己
負
担
分
の
う
ち
１

ヶ
月
の
医
療
費
合
計
が
３
，
０
０
０
円

を
超
え
る
場
合
、
そ
の
超
過
分
を
助
成

対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
元
年

９
月
診
療
分
か
ら
次
の
と
お
り
助
成
対

象
が
拡
充
し
ま
す
。

令
和
元
年
９
月
か
ら

中
学
生
の
子
育
て
支
援

医
療
費
助
成
を
拡
充
し
ま
す

【令和元年９月診療分からの制度】
0歳から小学校卒業まで 中学1年生から中学3年生まで

通
　院

保険診療自己負担分のう
ち、1ヶ月・1医療機関200
円を超える分が助成対象

保険診療自己負担分のうち、1ヶ月合計1,500円を
超える分が助成対象

※次の場合は、後日に償還払いの手続きが必要
です①京都府以外の医療機関を受診した場合②
同月内に複数の医療機関で受診し、保険診療自
己負担分の合計が1,500円を超えた場合

入
院保険診療自己負担分のうち、1ヶ月・1医療機関200円を超える分が助成対象

京都府内の医療機関を受診した場合、窓口で支払う自己
負担上限額は「1ヶ月・1医療機関1,500円」になります。
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（
月
額
１
・
13
万
円
※
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
満
３
歳
に
達
し
た
日
以
後
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
１
・

63
万
円
）
か
ら
預
か
り
保
育
に
係
る
利
用

料
の
無
償
化
の
対
象
額
を
差
し
引
い
た
残

り
の
額
を
上
限
と
し
て
、
認
可
外
保
育
施

設
等
の
利
用
料
も
無
償
化
の
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑷�

認
可
外
保
育
施
設
、
一
時
預
か
り（
一
時
保
育
）

事
業
、
病
児
保
育
事
業
及
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
等
を
利
用
す
る
子
ど
も

①
対
象
者
・
内
容

・�

認
可
外
保
育
施
設
等
を
利
用
す
る
子
ど
も

に
つ
い
て
は
、
保
育
の
必
要
性
が
あ
る
と

認
定
を
受
け
た
３
歳
児
～
５
歳
児
の
子
ど

も
を
対
象
と
し
て
、
月
額
３
・
７
万
円
ま

で
の
利
用
料
が
無
償
化
に
な
り
ま
す
。

・�

０
歳
児
～
２
歳
児
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

月
額
４
・
２
万
円
ま
で
の
利
用
料
が
無
償

化
に
な
り
ま
す
。

・�

認
可
外
保
育
施
設
等
の
利
用
料
は
、
一
旦

施
設
等
に
支
払
い
、
そ
の
利
用
料
の
領
収

証
等
を
添
付
し
、
後
日
町
へ
請
求
す
る
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す（
償
還
払
い
）。

②
対
象
と
な
る
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

・�

認
可
外
保
育
施
設
、
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
、
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
認
可
外
の
事
業
所
内
保

育
施
設
等
の
ほ
か
、
一
時
預
か
り（
一
時
保

育
）
事
業
、
病
児
保
育
事
業
及
び
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

⑸
障
害
児
通
園
施
設
を
利
用
す
る
子
ど
も

・�

就
学
前
の
障
害
児
の
発
達
支
援
（
い
わ
ゆ

る
障
害
児
通
園
施
設
）
を
利
用
す
る
３
歳

児
～
５
歳
児
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
利
用

料
が
無
償
化
に
な
り
ま
す
。

・�

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
と

障
害
児
通
園
施
設
の
両
方
を
利
用
す
る
場

合
は
、
両
方
と
も
無
償
化
の
対
象
と
な
り

ま
す（
幼
稚
園
は
月
額
２
・
57
万
円
を
上
限
）。

◆
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
つ
い
て

　
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
、
認
可
外
保
育
施

設
等
を
利
用
す
る
子
ど
も
が
無
償
化
の
対
象

と
な
る
た
め
に
は
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
幼
稚
園

の
預
か
り
保
育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
の

保
護
者
へ
は
、
７
月
に
利
用
施
設
を
通
じ
て

手
続
き
に
必
要
な
書
類
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
認
可
外
保
育
施
設
等
を
利
用
し
て
い
る
子

ど
も
の
保
護
者
は
、
役
場
１
階
福
祉
課
児
童

福
祉
係
（
７
番
窓
口
）
に
て
書
類
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
手
続
き
に
は
、
保
育
を
必
要
と

す
る
事
由
ご
と
に
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
で
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
調
剤
薬
局
も
対
象
。
保
険
診
療
対
象

外
の
も
の
は
、
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん（
健
診
費
用
・
予
防
接
種
費
用
等
）

　
対
象
の
中
学
生
へ
は
、
８
月
末
ま

で
に「
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
者
証
」

（
緑
が
か
っ
た
水
色
の
受
給
者
証
）
を

送
付
し
ま
す
。

　
９
月
以
降
に
中
学
生
が
医
療
機
関

（
京
都
府
内
の
み
対
象
）
を
受
診
す
る

際
は
、
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
後
日
に
役
場
１

階
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
７
番
窓
口
）

に
て
、
必
ず
償
還
払
い
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　
保
険
点
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
領
収
書

（
同
月
内
に
受
診
し
た
分
全
て
）、
印
鑑
、

振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の
、
健
康
保

険
証
、
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
者
証

を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

京
都
府
以
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合

②�

同
月
内
に
複
数
の
医
療
機
関
で
受
診

し
、
保
険
診
療
自
己
負
担
分
の
合
計

が
１
，
５
０
０
円
を
超
え
た
場
合

問
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
９
５
６-

２
１
０
１

（
内
１
８
１
・
１
８
４
）

3歳～5歳
保護者の就労等に
より、保育の必要性
があると認定を
受けた子ども

3歳～5歳
上記以外の子ども

幼稚園、保育所、認定こども園、
就学前障害児の発達支援、
企業主導型保育事業（標準的な利用料）

幼稚園、認定こども園、
就学前障害児の発達支援、
企業主導型保育事業（標準的な利用料）

※�町民税非課税世帯については、0歳から2歳までについても上記と同様の考え方により無償
化の対象となります（認可外保育施設等の場合は、月額4.2万円まで無償）。また、幼稚
園、保育所、認定こども園等に加え、小規模保育施設も同様に無償化の対象となります。

利用

利用

利用

複数利用

複数利用

利用
（複数利用）

幼稚園の預かり保育

認可外保育施設、一時預かり（一時
保育）事業、病児保育事業、ファミ
リー・サポート・センター事業

幼稚園、保育所、
認定こども園等

幼稚園、
認定こども園等

就学前障害児
の発達支援

就学前障害児
の発達支援

＋

＋

無償
（幼稚園は月額2.57万円

まで無償）

無償
（幼稚園は月額2.57万円

まで無償）

ともに無償
（幼稚園は月額2.57万円

まで無償）

ともに無償
（幼稚園は月額2.57万円

まで無償）

幼稚園の利用に加え、
月額1.13万円まで無償

月額3.7万円まで無償

（
内
１
８
１
・
１
８
４
）
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一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

　そ
し
て
、
差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

～
８
月
は
「
人
権
強
調
月
間
」
で
す
～ 

日
常
生
活
の
な
か
の
「
人
権
」
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
＝
政
策
総
務
課
総
務
係
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
９
５
６-

２
１
０
１
（
内
３
２
１
）

身
近
な
人
権
問
題

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に
は
、
同
和
問

題
（
部
落
差
別
）
や
障
が
い
の
あ
る
人
、
外

国
籍
の
人
、
女
性
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
性

的
指
向
や
か
ら
だ
の
性
と
こ
こ
ろ
の
性
と
の

不
一
致
に
悩
む
人
な
ど
に
対
す
る
様
々
な
人

権
問
題
が
根
強
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
・
中
傷
や
悪
質
な

差
別
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の
状
況
の
な
か
、
平
成

28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
、
差
別
の
な
い

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、「
障
害
者
差
別
解

消
法
」「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」「
部
落
差

別
解
消
法
」
の
３
つ
の
法
律
（
い
ず
れ
も
略

称
）
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
き
、
ま
た
、
一
人

ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
偏
見
や
差
別
の
な
い

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
め
ざ
し
て
、

様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
様
々
な
人
権
問
題
は
、
け
っ
し

て
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、

皆
さ
ん
自
身
の
身
近
な
問
題
と
し
て
、「
人
権
」

に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
不
正

に
取
得
さ
れ
、
結
婚
や
就
職
の
際
の
身
元
調

査
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
個
人
情
報
の
不
正

取
得
に
よ
っ
て
個
人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
ど
の
よ
う
な
制
度
？

　
事
前
に
登
録
さ
れ
た
方
の
住
民
票
の
写
し

等
を
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
、
そ
の「
交

付
し
た
」
事
実
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請
求
・
不
正
取
得

に
よ
る
権
利
侵
害
を
抑
止
・
防
止
し
ま
す
。

※�
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【人権問題法律相談～京都府人権
� リーガルレスキュー隊～】
─電話相談─
とき＝��毎月第1・第3火
　14：00～16：00（20～30分程度）
　☎075-741-6321（専用電話）
─面接相談─（一人40分まで）

【心配ごと相談】
　大山崎町内では、人権擁護委員に
よる面接相談を行っています。
　人権擁護委員は法務大臣から委嘱
され、人権相談や人権の考えを広め
る啓発活動を行っています。大山崎
町では５人の人権擁護委員がおられ
ます。
とき＝毎月第3金　13：30～15：30
　　�（予約不要）
ところ＝大山崎町役場1階相談室

【京都地方法務局の相談窓口】
―常設相談―
とき＝月～金（祝祭日・年末年始を
除く）　�8：30～17：15
ところ＝京都地方法務局（京都市上
京区荒神口通河原町東入上生州町
197）
問＝☎0570-003-110
� （みんなの人権110番）
―インターネットによる人権相談―
パソコンやスマートフォン、携帯電
話からいつでもアクセスできます。
（24時間受付）
�http://www.jinken.go.jp/

人権教育研修会
とき＝８月21日水　14：00～15：30
ところ＝中央公民館別館３階大研修室
対象＝町内在住・在勤の方
講演＝�「違いを認め合える社会を目指して�～『ほんとの空』より～」
講師＝京都府乙訓教育局社会教育主事兼指導主事　大西早映子氏
問＝生涯学習課生涯学習・スポーツ振興係　☎956-2101（内234）

全国一斉「子どもの人権110番」強化週間
　いじめ・体罰・不登校・児童虐待など、子どもの人
権問題全般について、子ども人権委員（人権擁護委員）
が、無料・秘密厳守で専用電話による相談に応じます。
とき＝８月29日木～９月４日水
【平日】８：30～19：00【土日】10：00～17：00
電話＝　�☎0120－007－110
主催＝京都地方法務局・京都府人権擁護委員連合会

昼

　間

＜京都府庁での相談＞
とき＝毎月第２火（事前予約制） 
　　　13：30～16：30
申込期限＝相談日の１週間前
問・申込先＝京都府人権啓発推進室
　　　　　　☎075-414-4271

＜宇治総合庁舎での相談＞
とき＝８月27日火（事前予約制）
　　　13：30～16：30
申込期間＝７月30日火～８月20日火
問・申込先＝京都府宇治総合庁舎
　　　　　　☎0774-21-2101

夜

　間

＜京都弁護士会京都駅前
　　　　　　法律相談センター＞
とき＝毎月第３水（事前予約制） 
　　　18：00～20：30
申込期限＝相談日の１週間前
問合せ・申込先＝
京都弁護士会京都駅前法律相談センター
　　　　　　　　  ☎075-741-6322

一人で悩まないで 
【相談窓口】
差別されていると感じたときなどは、
一人で悩まずにご相談ください。秘密
は厳守され、相談は無料です。
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　太平洋戦争が終結して今年で74年目を迎え
ます。平和についてより身近に考えるきっか
けとなるよう、映画の上映会を実施します。
申込不要。
とき＝８月６日火　13:30～16:00 
ところ＝�大山崎ふるさとセンター３階ホール
内容＝�アニメ映画「この世界の片隅に」上映会
問＝政策総務課企画観光係
　　☎956-2101（内314）

　毎月の医療費が高額になる場合に病院などで提示すると医療費を
限度額にとどめることができる「限度額適用認定証（以下「証」と
いいます。）」の新年度の申請ができます。
　対象は国民健康保険・後期高齢者医療保険の被保険者と老人医療
助成制度の対象者です。希望される場合は役場にご来庁ください。

■非課税世帯の方は、証を提示すると入院時の食事
代が減額されます。また、証の区分が「区分オ」又
は「区分Ⅱ」で過去１年間の入院が91日以上の場合
は、申請により食事代がさらに減額されます。申請
の際には90日を超える入院をしたことが確認できる
書類（領収書等）をお持ちください。 
■すでに証をお持ちの後期高齢者医療被保険者で８
月以降も対象の方には７月に新しい証を送付してい
ます。 
■有効期限切れの証をお持ちの場合は役場に返還い
ただくか、ご自身で破棄してください。
問・申請先＝健康課保険医療係 
　　　　　　☎956-2101（内114） 

　本町は、平成7年12月に「大山崎町非核
平和宣言」を制定しています。戦争の悲惨
さ、平和の尊さを訴えるため、今年も平和
のパネル展を行います。
とき＝８月６日火～15日木
ところ＝�大山崎ふるさとセンター１階ロビー

（前年から場所が変わりました）
内容＝平和のパネル展「人間と原爆」
問＝政策総務課企画観光係
　　☎956-2101（内314）

　アジア太平洋戦争時の資料から、平和の
尊さを考えます。
とき＝８月６日火～25日日
ところ＝大山崎町歴史資料館研修室
問＝大山崎町歴史資料館
　　☎952-6288

令和元年度平和学習事業

映画「この世界の片隅に」上映会
令和元年度

平和のパネル展

小企画展

平和のいしずえ展

毎月の医療費が高額になる方は

「限度額適用認定証」
� の申請を！

老人医療
助成制度 国民健康保険 後期高齢者

医療保険

65～69歳 69歳以下 70歳以上 75歳以上

発行の
対象者

住民税非課
税世帯 全員

・住民税非課税世帯
・課税所得145万円以上
　690万円未満の世帯

有効期間 申請月の初日～令和２年７月31日（70歳の誕生月末
日または75歳の誕生日の前日の場合もあります。）

申請に必要
なもの

保険証、印鑑、来庁者の本人確認ができるもの、委
任状（代理人が申請する場合のみ）

【対象者など】


